
　

昨
年
一
一
月
、
ブ
ー
タ
ン
国
王

夫
妻
が
東
日
本
大
震
災
後
初
の
国

賓
と
し
て
来
日
し
注
目
を
集
め
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
。
特
に
Ｇ
Ｎ

Ｈ
（G

ro
s
s
 N
a
tio

n
a
l 

H
appiness

：
国
民
総
幸
福
度
／

量
な
ど
と
訳
さ
れ
る
。）
と
い
う

幸
福
を
重
視
し
た
国
の
あ
り
方
が

関
心
を
呼
び
関
連
書
籍
の
出
版
も

相
次
い
で
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
よ
う

な
経
済
的
指
標
の
み
で
は
測
る
こ

と
の
で
き
な
い
国
民
の
幸
福
を
目

標
に
掲
げ
、
政
策
と
し
て
実
践
し

て
い
る
ブ
ー
タ
ン
と
は
ど
の
よ
う

な
国
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ブ
ー
タ
ン
王
国
は
イ
ン
ド
と
中

国
と
い
う
大
国
の
間
に
位
置
す
る

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
小
国
で
あ
る
。
国
土

は
九
州
程
の
面
積
で
人
口
は
約
七

〇
万
人
。
公
用
語
ゾ
ン
カ
語
で
の

ド
ゥ
ッ
ク
・
ユ
ル
と
い
う
国
名
は

「
雷
龍
の
国
」
を
意
味
し
て
お
り

国
旗
に
も
龍
が
描
か
れ
て
い
る
。

国
教
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
一
宗
派

で
あ
る
ド
ゥ
ッ
ク
派
と
さ
れ
て
い

る
が
、
多
民
族
国
家
で
あ
り
信
教

の
自
由
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
外

界
と
切
り
離
さ
れ
た
桃
源
郷
的
な

印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
解

禁
は
一
九
九
九
年
で
あ
り
、
伝
統

を
重
視
し
つ
つ
も
、
都
市
部
で
は

近
代
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
取

り
入
れ
た
若
者
の
姿
も
多
い
よ
う

だ
。

　

基
礎
的
文
献
に
つ
い
て
は
本
誌

二
〇
〇
四
年
三
月
号
掲
載
の
「
照

葉
樹
林
の
国
―
ブ
ー
タ
ン
」

（h
ttp
://w

w
w
.id
e
.g
o
.jp
/

Jap
an
ese/Lib

rary/Search
/

Shelf/pdf/ref_2004_03.pdf

）

も
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た

い
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
以
降
に
出

版
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
ブ
ー
タ

ン
と
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
関
す
る
資
料
を
紹

介
し
て
み
た
い
。

　

総
合
的
入
門
書
と
し
て
平
山
修

一
著
『
現
代
ブ
ー
タ
ン
を
知
る
た

め
の
六
〇
章
』（
明
石
書
店　

二

〇
〇
五
）
が
あ
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
関

し
て
も
六
ペ
ー
ジ
程
と
り
あ
げ
て

い
る
が
、
二
〇
〇
八
年
の
政
治
体

制
変
更
な
ど
出
版
後
の
変
化
に
つ

い
て
は
最
新
情
報
を
補
う
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
一
〇
年
ぶ
り
の
改

訂
を
経
て
新
版
が
刊
行
さ
れ
た
辛

島
昇
ほ
か
監
修
『
南
ア
ジ
ア
を
知

る
事
典
』（
平
凡
社　

二
〇
一
二
）

で
は
地
域
編
で
ブ
ー
タ
ン
の
基
礎

情
報
が
参
照
で
き
、
項
目
編
で
は

Ｇ
Ｎ
Ｈ
に
つ
い
て
「
国
民
総
幸
福

量
」
の
見
出
し
か
ら
引
く
こ
と
が

で
き
た
。

　

田
中
敏
恵
著
『
ブ
ー
タ
ン
王
室

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
愛
さ
れ
る
の

か
：
心
の
中
に
龍
を
育
て
る
王
国

の
す
べ
て
』（
小
学
館　

二
〇
一

二
）
で
は
、
第
五
代
国
王
来
日
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
国
民
に
愛
さ
れ

る
王
室
の
背
景
、
大
き
な
隣
国
と

の
間
で
独
立
を
保
ち
、
王
制
か
ら

民
主
化
へ
移
行
し
た
経
緯
な
ど
が

平
易
な
文
章
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。

　

鈴
木
正
崇
編
『
南
ア
ジ
ア
の
文

化
と
社
会
を
読
み
解
く
』（
慶
應

義
塾
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所　

二

〇
一
一
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
宮

本
万
里
「
仏
教
王
国
ブ
ー
タ
ン
」

の
ゆ
く
え
―
民
主
化
の
中
の
仏
教

僧
で
は
、
独
自
の
伝
統
文
化
や
仏

教
の
位
置
づ
け
と
民
主
化
以
降
の

政
治
構
造
に
つ
い
て
、
政
府
文
書

の
分
析
と
宗
教
関
係
者
が
排
除
さ

れ
た
新
選
挙
制
度
に
基
づ
く
二
〇

〇
七
／
〇
八
年
度
選
挙
の
実
態
か

ら
論
じ
て
い
る
。

　

し
ば
し
ば
、
ブ
ー
タ
ン
で
は
国

民
の
九
七
％
が
幸
福
で
あ
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は

二
〇
〇
五
年
の
国
勢
調
査
結
果

（Results of population & 
housing census of Bhutan, 
2005

）
の
世
帯
別
幸
福
度
の
う

ち
、
と
て
も
幸
福
お
よ
び
幸
福
と

い
う
回
答
を
足
し
た
数
値
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
Ｇ
Ｎ
Ｈ
は
主
観
的
な

幸
福
度
と
い
う
単
一
の
尺
度
で
測

る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
経
済

発
展
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な

く
、
そ
の
柱
と
さ
れ
る
九
の
領
域

に
は
社
会
経
済
発
展
に
関
す
る
項

目
も
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の

起
源
や
概
念
に
つ
い
て
はThe 

Centre for Bhutan Studies

が

今
年
四
月
に
刊
行
し
た
「A 
S
h
o
rt G

u
id
e
 to
 G
ro
ss 

N
ational H

appiness Index

」

（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

g
ro
ssn
atio

n
alh
ap
p
in
ess.

c
o
m
/
w
p
-
c
o
n
t
e
n
t
/

u
p
lo
ad
s/2012/04/Sh

o
rt-

G
N
H
-Index-fi nal1.pdf

）
が
詳

し
い
。
二
〇
一
〇
年
に
実
施
さ
れ

た
Ｇ
Ｎ
Ｈ
調
査
の
結
果
も
収
録
さ

れ
て
お
り
、
幸
福
で
あ
る
（
充
足

度
六
六
％
以
上
）
と
い
う
回
答
者

は
調
査
対
象
の
四
〇
・
八
％
と

な
っ
て
い
る
（
同
書
五
ペ
ー
ジ

Table 1

よ
り
）。
実
際
に
は
九
領

域
、
三
三
の
指
標
に
基
づ
き
さ
ら

に
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
お

り
、
充
足
度
の
み
で
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
五
年
前
の
国
勢
調
査
と
の
差

は
注
目
に
値
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

日
本
語
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
関
連
書
籍
に

つ
い
て
も
数
点
紹
介
し
た
い
。
大

橋
照
枝
著『
幸
福
立
国
ブ
ー
タ
ン
：

小
さ
な
国
際
国
家
の
大
き
な
挑

戦
』（
白
水
社　

二
〇
一
〇
）
は

Ｇ
Ｎ
Ｈ
と
ブ
ー
タ
ン
社
会
に
つ
い

て
多
角
的
な
分
析
を
踏
ま
え
総
合

的
に
紹
介
し
た
書
籍
で
あ
る
。
ジ

グ
ミ
・
テ
ィ
ン
レ
イ
著
・
日
本
Ｇ

Ｎ
Ｈ
学
会
編『
国
民
総
幸
福
度（
Ｇ

Ｎ
Ｈ
）
に
よ
る
新
し
い
世
界
へ
：

ブ
ー
タ
ン
王
国
テ
ィ
ン
レ
イ
首
相

講
演
録
』（
芙
蓉
書
房
出
版　

二

〇
一
一
）
は
経
済
同
友
会
セ
ミ

ナ
ー
に
お
け
る
基
調
講
演
の
内
容

と
英
文
資
料
を
収
録
し
て
い
る
。

講
演
録
で
あ
る
た
め
コ
ン
パ
ク
ト

で
読
み
や
す
い
。
沖
縄
大
学
地
域

研
究
所
編
『
ブ
ー
タ
ン
か
ら
考
え

る
沖
縄
の
幸
福
』（
芙
蓉
書
房
出

版　

二
〇
一
一
）
は
若
者
、教
育
、

医
療
、
格
差
な
ど
に
関
す
る
現
地

調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
日
本
へ
の
応
用
を

論
じ
た
枝
廣
淳
子
・
草
郷
孝
好
・

平
山
修
一
著
『
Ｇ
Ｎ
Ｈ
「
国
民
総

幸
福
」：
み
ん
な
で
つ
く
る
幸
せ

社
会
へ
』（
海
象
社　

二
〇
一
一
）

で
は
、
震
災
後
日
本
で
の
新
し
い

幸
福
の
尺
度
に
つ
い
て
示
唆
し
て

い
る
。
御
手
洗
瑞
子
著
『
ブ
ー
タ

ン
、
こ
れ
で
い
い
の
だ
』（
新
潮

社　

二
〇
一
二
）
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
首
相
フ
ェ
ロ
ー
と

し
て
働
い
た
著
者
の
現
地
体
験
に

基
づ
く
内
容
で
あ
り
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の

精
神
や
、
ブ
ー
タ
ン
か
ら
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
日
本
人

か
ら
す
る
と
う
〜
ん
と
思
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
感
覚
の
違
い
な
ど
も

赤
裸
々
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
ジ
研
図
書
館
で
は
現
地
資
料

を
含
め
他
に
も
関
連
書
を
所
蔵
し

て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き

た
い
。

（
さ
か
い　

か
な
こ
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

図
書
館
）

＊ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
最
終
ア
ク
セ
ス
は
す

べ
て
二
〇
一
二
年
七
月
一
四
日
。

龍
の
国
ブ
ー
タ
ン
と
国
民
総
幸
福（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）

坂
井
華
奈
子
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